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秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
❖
10
月
10
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
❖
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

日
時
❖
10
月
３
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時

場
所
❖
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
❖
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
、

会
社
関
係
、多
重
債
務（
破
産
な
ど
）、

消
費
者
（
契
約
）

ト
ラ
ブ
ル
、
成
年

後
見
、
少
額
訴
訟

な
ど（
申
込
不
要
）

※�

心
配
ご
と
相
談

所（
19
ペ
ー
ジ
）

と
同
時
開
催

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
３
つ
す
べ

て
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
と
清
掃

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
毎
年
１
回
法

定
検
査
で
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し

て
い
る
か
を
検
査
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
美
し
い
水
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
き
ち
ん
と
法
定
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税

率
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金

な
ど
（
水
道
料
金
・
水
道
メ
ー
タ
ー

使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）
の
算
定

に
か
か
る
税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
税
率
の
適
用
時
期
❖

10
月
1
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
利
用

し
て
い
る
人

　
10
月
お
よ
び
11
月
検
針
分
に
つ
い

て
は
、
旧
税
率
（
8
％
）、
12
月
検

針
分
か
ら
、
新
税
率
（
10
％
）
を
適

用
。

�

10
月
1
日
以
降
に
使
用
を
開
始
す
る
人

　
新
税
率
（
10
％
）
を
適
用
。

�

10
月
1
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
利
用

し
、
10
月
の
検
針
日
以
降
に
利
用
を

停
止
す
る
人

　

10
月
検
針
分
ま
で
は
、
旧
税
率

（
8
％
）、
10
月
検
針
分
か
ら
停
止
日

ま
で
は
新
税
率
（
10
％
）
を
適
用
。

　
国
の
仕
事
に
関
す
る
意
見
や
要
望

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が

相
談
を
受
け
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
５
億
円

（
１
等
３
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円
）。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
３
千

万
円
（
１
等
２
千
万
円
、
前
後
賞
各

５
百
万
円
）
と
同
時
発
売
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
の
福

祉
向
上
に
使
わ
れ
ま
す
。
お
近
く
の

宝
く
じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

期
間
❖
９
月
24
日
㈫
～
10
月
18
日
㈮

価
格
❖
１
枚
３
０
０
円

抽
選
日
❖
10
月
30
日
㈬

　
「
保
育
所
選
び
に
悩
ん
で
い
る
。」

「
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た

い
。」「
保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
。」

　
こ
ど
も
課
に
い
る
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
保
育
や
保
育
士
の
求
人
に
つ

い
て
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
❖
電
話
も
し
く
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
へ
（
参
加

費
無
料
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
難
病
の

人
、
高
齢
者
、
け
が
・
妊
娠
中
の
人

が
、
公
共
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
専
用
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
車
の
乗
降
や
歩
行
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
た
め

の
「
利
用
証
」
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

対
象
者
❖
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障

が
い
者
、精
神
障
が
い
者
、難
病
患
者
、

高
齢
者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
な
ど

※�

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
や
有
効
期
限
付
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
❖
次
の
証
明
書
類
を
持
っ

て
、
社
会
福
祉
課
（
役
場
１
階
）
ま

で証
明
書
類
❖
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康
手

帳
、
医
師
の
意
見
書
な
ど

場
所
❖
①
③
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
海
田
じ
ら

く
房
、
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
く
ら

対
象
❖
介
護
技
術
の
基
本
を
学
ん
で

み
た
い
人
、
介
護
の
職
場
に
就
業
を

希
望
し
て
い
る
人
な
ど

定
員
❖
30
人

参
加
費
❖
無
料
（
た
だ
し
資
料
代
と

し
て
1
5
0
0
円
必
要
）

申
し
込
み
❖
11
月
１
日
㈮
ま
で
に
広

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
課

へ
（
専
用
申
込
書
に
よ
る
申
込
が
必

要
）

※�

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
に
つ
い
て
の
様
々
な
技
術
を

学
ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者

の
介
護
を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
介
護
や
健
康
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時
❖
10
月
９
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

テ
ー
マ
❖
介
護
技
術
実
践
講
習
（
力

を
使
わ
な
い
楽
々
介
護
を
学
ぼ
う
）

講
師
❖
望
月
マ
リ
子
さ
ん
（
安
芸
地

区
医
師
会
作
業
療
法
士
）

場
所
❖
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

対
象
❖
町
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
❖
15
人

�　
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
今
年
5
月
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

つ
い
て
、
国
や
県
市
町
の
責
務
な
ど

を
明
ら
か
に
し
、
基
本
方
針
の
策
定

や
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め

る
な
ど
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
総
合

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
法
律
の
中
で
10
月
が
強
化

月
間
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
は
、
海
田
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

インフォメーション インフォメーション

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募　
　
　
集

健　
　
　
康

福
祉
・
介
護

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募　
　
　
集

健　
　
　
康

福
祉
・
介
護

お
知
ら
せ

http://w
w
w
.tow

n.kaita.lg.jp/
soshiki/10/16184.htm

l

　
地
域
の
積
極
的
な
防
災
活
動
の
指

導
・
推
進
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
避

難
所
運
営
を
テ
ー
マ
と
し
た
避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
避
難
所
を
運
営
す
る
と

き
、
運
営
や
対
応
の
仕
方
を
話
し
合

い
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
避
難
所
の
運
営

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
❖
11
月
9
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
❖
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ザ
４
階
ひ
ま

わ
り
ホ
ー
ル

内
容
❖
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）」（
参
加
費
無
料
）

申
し
込
み
❖

　

名
前
・
生
年
月

日
・
住
所
・
電
話
番

号
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（bousai@
tow
n.

kaita.lg.jp

）
で
防

災
課
へ

お
知
ら
せ

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
人
❖

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・�

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

　
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・�

前
年
の
所
得
額
が
約
4
6
2
万
円

以
下
で
あ
る

請
求
手
続
き
❖

①�

平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
案
内
を
9

月
上
旬
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
同

封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

問
町
民
生
活
課

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
9

蕭
8
2
3ｰ

7
9
2
7

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

問
（
公
財
）
広
島
県

市
町
村
振
興
協
会

☎
2
2
3ｰ

6
5
4
5

『
法
の
日
』
週
間

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
8
2
0ｰ

0
2
9
4

蕭
8
2
0ｰ

0
2
9
3

水
道
料
金
な
ど
に
か
か
る

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

問
上
下
水
道
課

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
4

蕭
8
2
3ｰ

9
8
3
9

家
族
介
護
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8
2
1ｰ

3
2
1
0

蕭
8
2
4ｰ

0
2
9
1

広
島
県
思
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
交
付
制
度

問
社
会
福
祉
課

☎
8
2
3ｰ

9
2
0
7

蕭
8
2
3ｰ

9
6
2
7

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

問
総

務

課

☎
8
2
3ｰ

9
2
0
2

蕭
8
2
3ｰ

9
2
0
3

食
品
ロ
ス
削
減
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
！

問
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
8
2
3ｰ

4
6
0
1

蕭
8
2
3ｰ

4
6
0
1

保
育
に
関
す
る
相
談
は

「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
へ

問
こ

ど

も

課

☎
８
２
３ｰ

9
2
2
7

蕭
8
2
3ｰ

9
6
2
7

第
4
回
海
田
町
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

問
防

災

課

☎
8
2
3ｰ

9
2
0
8

蕭
8
2
3ｰ

7
9
2
7

令
和
元
年
10
月
1
日
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0ｰ

0
5ｰ

4
0
9
2

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

請
求
手
続
き
は
お
早
め
に
！

財政課　☎823－9201　蕭823－9203

※ガバメントクラウドファンディングとは

　平成30年10月１日から、「（仮称）織田幹雄記念館」の整備に向けたガバメ
ントクラウドファンディングを開始し、多くの方からご支援をいただいており
ます。今後とも、皆さんのあたたかいご支援のほど、よろしくお願いします。

■銘板への刻印について
　　５万円以上の寄附金をいただいた方の銘板を作
　成し、（仮称）織田幹雄記念館へ飾る予定です。
　※寄附金は令和元年12月31日までに申し込み申請が
　　あった人を対象とします。
　　「（仮称）織田幹雄記念館」の整備に向けたガバ
　メントクラウドファンディングの詳細は、町ホー
　ムページ「トップページ＞くらしの情報＞税金＞
　ふるさと納税」または下記URL：https://www. 
　town.kaita.lg.jp/soshiki/4/111018.htmlよ り
　確認してください。

【公表をご了承いただいた方（敬称略）】

寄附総額　3,860,000円 寄附件数　36件

法人・団体名 住　　所 寄　附　額 　
淺沼・テクシード建設工事共同企業体
海田町スポーツ推進委員協議会

広島県広島市
海田町

50,000 円
50,000 円

１．法人・団体の方

氏　　名 寄　附　額 　
織田　陽平
Junko Gussman
織田　泰爾
織田　泰正
下垣内　晃
中原　幸治

住　　所
東京都港区

ジョージア州
広島県広島市
広島県広島市

海田町
広島県安芸郡

※平成31年4月11日～令和元年7月25日受け付け分

250,000 円
250,000 円
100,000 円
100,000 円
50,000 円
10,000 円

２．個人の方

個人　 19人
【公表を希望されなかった方】

※7月25日時点

　事前に事業資金の用途を限定し、賛同者から寄附金を募集
する仕組み。ふるさと納税に係る税金の控除（個人の方のみ）
を受けられます。

浄化槽の種類 検査機関名 検査業務連絡先

10人槽以下 公益社団法人
広島県浄化槽協会

〒730-0025
広島市中区東平塚町
３番28号
☎082-546-2168

11人槽以上 公益社団法人
広島県環境保全センター

〒731-3167
広島市安佐南区大塚西
4丁目2番28号
☎082-849-6411

法定検査機関
浄化槽の種類により法定検査機関が異なります。


